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Summary
A questionnaire was conducted on eating habits of 384 students at women’s colleges in Nagasaki 
Prefecture.　The “PRECEDE-PROCEED MODEL” of L. Green et al was used as a reference to grasp 
predisposing factors, reinforcing factors, enabling factors, eating behaviors, food information, the 
feeling of satisfaction with meals and study factors that give the feeling.　The following conclusions 
were obtained :
　Those who had desirable or positive ideas about predisposing factors, reinforcing factors, enabling 
factors, eating behaviors, food information, and the feeling of satisfaction with meals also had 
desirable or positive ideas about other eating habits.
　Desirable or positive ideas about reinforcing factors, enabling factors, eating behaviors, food 
information, and the feeling of satisfaction with meals tended to lead the students toward desirable 
or positive ideas about self-efficacy in such predisposing factors as food selection and eating 
behaviors.
It is thought that the necessity of the education that aims at the improvement of the skill of 
food that improves the ability and self-efficacy that can use food information was shown to improve 
the satisfaction of the meal.
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要　約
本調査では、長崎県内の女子大学生３８４名を対象に食生活に関するアンケート調査を実施し、L. Green 
ら１） の「PRECEDE-PROCEED MODEL」を参考に、準備要因、強化要因、実現要因、食行動、食情
報、食事の満足感についての把握と食事の満足感を与える要因について検討を行い、以下の結論を得た。
　準備要因、強化要因、実現要因、食行動、食情報、食事の満足感の各分野で望ましいまたは積極
的な考え方を持つ者は、他分野でも望ましいまたは積極的な考え方を持っていた。特に準備要因
および食行動においてそれらの傾向が強くみられた。
　強化要因、実現要因、食行動、食情報、食事の満足感において望ましいまたは積極的な考え方を
持つことにより準備要因の食品選択行動のセルフエフィカシーおよび食行動のセルフエフィカ
シーに関しても望ましいまたは積極的な考え方を持つ傾向がみられた。
以上の結果より、食事の満足感を高めるためには、食情報に対して活用できる能力やセルフエフィカ
シーを高める食のスキルの向上を目指す教育の必要性が示されたものと考える。
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１．緒　言
健康で豊かな人間性を育む上で健全な食生活
はどの世代においても重要である２）。現在のわ
が国において「栄養の偏り」、「不規則な食事」、
「肥満や生活習慣病の増加」、「過度の痩身志向」
など、食に起因する健康障害の増加の問題が根
強く生じている。また「食自体の安全性への危
惧」、「食の海外への依存」や「伝統的食文化の
危機」などの問題が懸念される２５）。平成１９年国
民健康・栄養調査結果では、食生活上の問題点
として、成人男性における肥満者の割合の増加
傾向や、若年女性における低体重（やせ）の者
の割合の増加傾向、若年層での朝食欠食者割合
増加、糖尿病やメタボリックシンドローム罹患
者の増加等が指摘されている５）。
内閣府食育推進室が２００９年に実施した「大学
生の食に関する実態や意識についてのインター
ネット調査」において、栄養バランスへの意識
が高い者ほど朝食欠食頻度が少なく、料理をつ
くる頻度が高く、身体的健康度および現在の食
生活への満足度が高くなると報告された。また、
食育への関心度の高い者においても朝食欠食頻
度、料理をつくる頻度、身体的健康度に栄養バ
ランスへの意識と同様の結果を得たことも報告
された６）。これらから食や栄養に関する意識・関
心をもつ高さは食行動や身体症状に影響してい
ると考えられる。しかし、 口らは大学生を対
象とした調査で、食事づくりをしようとする意
識に行動が伴わない可能性があることを示唆し
ている７）。大学生は進学と同時に生活環境が変
化し、それに伴い自らの食事管理をすることに
なる者が多く、この時期は今後の主体的、自律
的な食行動や食習慣などを身につけて生涯にわ
たる健康づくりの基礎となると考えられる。平
成１９年国民生活基礎調査結果において、若年者
層は健康上の問題が他の年代に比較して少な
い８）。このため、食生活と健康の関連をあまり
考えない時期ともいえる。これらから、若年者
層は食生活上の問題を起こしやすく、ともする
と不健康な食生活が習慣化してしまいやすいの
ではないかと考えられる。永嶋らは、大学生の
食習慣が、親や家庭に依存していたものから、
友人やアルバイトなどの影響で外食を中心とし
たものに移行したり、一人で食事を摂る孤食が
増加したりと、食事の種類や嗜好の偏りが顕在
化する恐れがあると述べている９）。どうすれば
自律的に良い食生活が形成されるのか、また何
が学生の食生活にとって重要であるのかを考え
るうえで、食事に対して満足を感じることが健
全な食生活の維持につながるひとつの要素であ
ると著者らは考えた。そこで、L. Green ら１） の
「PRECEDE-PROCEED MODEL」に基づいた
食事の満足感に関する諸要因との関連について
検討を行うことを目的に女子学生に食生活に関
するアンケートを実施し食事の満足感へ与える
要因を探り検討したので報告する。
２．方　法
　調査対象者
長崎県内の女子大学生、Ｉ大学２４７名、Ｓ大
学１３７名、合計３８４名を対象に調査を行った。ア
ンケート回収数は３８２名（アンケート回収率は
９９.５％）、回答の得られた３８２名を解析対象者と
した（有効回答数３８２名、有効回答率１００％）。
なお、各調査項目への記入漏れ、未記入箇所に
ついては欠損値として処理した。
　調査時期と方法
調査は、２００６年５月下旬から７月中旬に、自
記式の質問用紙による留置法を実施した。
　調査内容
本調査では食事の満足感に注目し、行動変容
を活性化する諸要因を因果関係的に配置し、QOL 
の向上を目指す L. Green ら１） の「PRECEDE-
PROCEED MODEL」を参考に準備要因、強化
要因、実現要因、食行動、食情報、食事の満足
感についての把握と、これらの関連について検
討を行うために食生活に関するアンケートを実
施した。設定した調査項目は表１に示した。
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表１　アンケートの枠組み
スコア化備　考（他分野での再掲）項　　　　目分　　野
○欠食状況
食習慣
準　
　
　
備　
　
　
要　
　
　
因
欠食理由
食事の欠食時
○食事時間の規則性
○間食頻度
・間食内容
○夜食頻度
・夜食内容
○好き嫌い
○食行動栄養バランスへの配慮
食意識
○使用食材の偏り
○現在の食生活
○食生活改善意欲
○健康への配慮
○食品購買に関する意識食品購買観
○食事作りに関する意識食事観
○賞味期限・消費期限の確認
食品選択行動の 
SE
○実現要因栄養成分表示の利用
○食品の安全性の確認
○計画的な食品購入
○食行動食情報獲得
○献立作成
食行動の SE
○調理
○食器選択
○盛り付け
○配膳
○食器洗浄
○ゴミを片付ける
○健康への配慮
家族の影響
強　
化　
要　
因
○安全な食品への配慮
○健康への配慮
友人の影響
○安全な食品への配慮
○家庭科への興味
学校の影響
○給食への興味
１）調査項目
①　準備要因
準備要因とは、これから変わろうとする人々
の動機の高低に影響する因子である。食習慣に
ついて９項目、食意識について５項目、食品購
買観について１項目、食事観について１項目、
食品選択行動のセルフエフィカシーについて５
項目、食行動のセルフエフィカシーについて７
項目の計２８項目を調査した。セルフエフィカシー
（自己効力感）とはバンデュラの社会的認知理
論に基づく概念で、ある結果に至るまでの行動
を自分はここまでできるという確信感や見通し
を意味し、自己効力感が高まることはそれだけ
行動変容を促すことができると考えられている１０）
（セルフエフィカシーは以後「SE」とする）。
なお、間食・夜食については間食を夕食より
前に食べるもの、夜食を夕食より後に食べるも
のと定義した。
②　強化要因
強化要因とは、自身の行動に対する他者の反
応を意味する。家族の影響について２項目、友
達の影響について２項目、学校の影響について
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○食情報入手した食情報の活用（情報収集スキル）
食選択行動への
ライフスキル
実
現
要
因
○食情報広告に対する信頼性（広告分析スキル）
○準備要因食生活改善への栄養成分表示の活用（成分表示活用スキル）
○食情報栄養成分表示の内容の理解（成分表示分析スキル）
○準備要因食事のバランス（栄養バランスへの配慮）
食行動
食　
行　
動
○料理の組み合わせ
○食事の満足感楽しい食事
○準備要因食情報獲得
○食情報への興味
食情報への
アプローチ
食　
　
　
情　
　
　
報
・食情報の入手先
○実現要因・情報への信頼性
○実現要因食情報の参考（活用）
○実現要因栄養成分表示の参考
・食品購入時に見る栄養成分
○・食生活の改善
栄養成分表示への意識 ○・栄養成分表示の内容理解
○・栄養成分表示の利用のしやすさ
○食事の美味しさ
食事の満足感
食 
事 
の 
満 
足 
感
○食行動食車の楽しさ
○食べたいものを食べているか
○食事の待ち遠しさ
○食卓の雰囲気の満足感
○食事内容の満足感
○食後の幸福感・充実感
○食べることに幸せを感じるか
回答はすべて多肢選択法である
２項目の計６項目を調査した。
③　実現要因
実現要因とは、望ましい方向へ環境や行動を
変化させるために必要な技術や資源を意味する。
「入手した食情報の活用について」を情報収集
スキルに、「食の広告に対する信頼性」を広告
分析スキルに、「栄養成分表示の食生活改善へ
の活用状況」を成分表示活用スキルに、「栄養
成分表示の内容の理解」を成分表示分析スキル
とする食選択行動におけるライフスキルとして
調査した（計４項目）。
④　食行動
食行動については、「食事のバランス」、「料
理の組み合わせ」、「楽しい食事」、「食情報獲得」
の４項目を調査した。
⑤　食情報
食情報ついては、食情報に対する「興味」や
「信頼性」や「参考度」、栄養成分表示について
の「理解度」や「利用度」など９項目を調査し
た。
⑥　食事の満足感
食事の満足感については Huotilainen ら１１） 
の質問項目を参考に「食事の美味しさ」、「食事
の楽しさ」、「食事の待ち遠しさ」、「食べたいも
のを食べているか」、「食事内容の満足感」、「食
後の幸福感・充実感」、「食べることに幸せを感
じるか」の８項目を調査した。
２）スコア化
得られた調査結果のうち、準備要因４項目、
食情報２項目、計６項目を除いた５３項目（表１）
について４段階尺度法を用い、望ましいまたは
積極的な回答から順に高い得点（４から１点）
を与えて合計得点を算出し、スコアとした。
　倫理的配慮
調査対象の女子大学生には、得られた結果は
集団として解析を行うので、個人は特定できな
いことをあらかじめ説明し、同意を得て調査を
行った。
　集計分類と解析方法
１）集計分類
①　スコア化および群分け
各分野で４段階尺度法を用いた項目の合計を
算出し、各分野の合計スコアについて平均点よ
り低い者を低群、平均点以上の者を高群とし、
２　 群に分類した。
２）解析方法
以 下 の データ の 解 析 に は 統 計 ソ フ ト
「SPSS１８.０J for Windows」を使用した。なお、
いずれも有意水準を５％、１
　
 ％、０.１％とした。
①　各分野間スコアの関連
準備要因、強化要因、実現要因、食行動、食
情報、食事の満足感の６つの分野で獲得したス
コアの関連について、Spearman の順位相関係
数を算出して検討した。
②　分野スコアと質問項目との関連
算出した各スコアをもとに分類した２群を各
スコアの質問項目との関連について、Mann-Whit-
ney のＵ検定を用いて検討した。
３．結　果
　対象者属性
対象者の学年、居住形態、調理担当について
の属性を表２に示す。
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表２　対象者属性（n＝３８２）
％n
26.4101１年生学年
23.8 91２年生
29.1111３年生
20.7 79４年生
32.5124自宅居住形態
11.5 44下宿／寮
56.0214アパート
63.1241自分調理担当者
36.9141自分以外
　各分野の平均スコア及び群別スコア
得られた回答をスコア化し、各質問項目別平
均スコアと標準偏差、分野別の合計平均スコア
と標準偏差、及び分野別に合計平均スコアで分
けた高群、低群の２群の平均スコアと標準偏差
を表３に示す。
　各分野のスコアの関連
１）各分野間のスコアの関連
分野ごとに算出したスコアをもとに、各分野
間の関連について Spearman 順位相関係数（ρ
値）を算出した結果を表４に示した。
各スコア間の比較のうち、実現要因と食情報
の間に強い正の相関が認められた（p＜０.００１）。
準備要因と食行動、準備要因と食情報、食行動
と食情報、食行動と食事の満足感にやや強い正
の相関が認められた（p＜０.００１）。準備要因と強
化要因、準備要因と実現要因、準備要因と食事
の満足感、強化要因と食行動、実現要因と食行
動に弱い正の相関が認められた（p＜０.００１）。強
化要因と食事の満足感（p＜０.００１）、また、強化
要因と食情報、食情報と食事の満足感（p＜０.０５）
に正の相関傾向がみられた。
２）各分野と質問項目との関連
スコアを算出した各分野の高群と低群の２群
の質問項目との関連について、Mann-Whitney 
のＵ検定を行った結果を表５１および表５２
に示した。
①　準備要因スコアと各分野の質問項目との
関連
準備要因を低群と高群の２群に分け、準備要
因スコア別による各分野の質問項目との関連に
ついて、「家族の健康への配慮」、「家族の安全
な食品への配慮」、「友人の健康への配慮」、「友
人の安全な食品への配慮」、「家庭科への興味」、
「食生活改善への栄養成分表示の活用（成分表
示活用スキル）」、「栄養成分表示の内容の理解
（成分表示分析スキル）」、「食事のバランス」、
「料理の組み合わせ」、「楽しい食事」、「食情報
獲得」、「食情報への興味」、「栄養成分表示の参
考」、「栄養成分表示への意識―食生活の改善へ
の活用」、「栄養成分表示への意識―栄養成分表
示の内容理解」、「栄養成分表示への意識―栄養
成分表示の利用のしやすさ」、「食事の美味しさ」、
「食事の楽しさ」、「食事内容の満足感」の１８項
目で特に高群が低群と比して有意に高くなって
いた（p＜０.００１）。また、「給食への興味」、「入
手した食情報の活用（情報収集スキル）」、「食
情報の参考」、「食卓の雰囲気の満足感」、「食後
の幸福感・充実感」、「食べること幸せを感じる」
の６項目において高群が低群に比して有意に高
くなっていた（p＜０.０１）。また、「食べたいもの
を食べているか」、「食事の待ち遠しさ」の２項
目において高群が低群と比して有意に高くなっ
ていた（p＜０.０５）。
逆に、「広告に対する信頼性（広告分析スキ
ル）」、「食情報への信頼性」の２項目において
は、高群が低群に比して有意に低くなっていた
（p＜０.０５）。
準備要因スコアと各分野の質問項目との関連
をみると、多数の項目において準備要因スコア
の高群は低群よりも点数が有意に高くなってい
た。しかし、食情報への信頼性の項目において
は、高群は低群よりも点数が低くなっていた。
②　強化要因スコアと各分野の質問項目との
関連
強化要因を低群と高群の２群に分け、強化要
因スコア別による各分野の質問項目との関連と
して、「栄養バランスへの配慮」、「健康への配慮」、
「食事づくりに関する意識」、「食品の安全性の
確認への SE」、「食情報獲得への SE」、「献立作
成への SE」、「食事バランス」、「楽しい食事」、
「食事の楽しさ」、「食べることに幸せを感じる」
の１０項目で特に高群が低群に比して有意に高く
なっていた（p ＜０.００１）。また、「好き嫌い」、
「賞味期限・消費期限の確認への SE」、「計画的
な食品購入への SE」、「配膳への SE」、「食情報
獲得」、「食情報への興味」、「食事の美味しさ」
の７項目において高群が低群に比して有意に高
岡　本　美　紀，武　藤　慶　子
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表３　質問項目別平均スコア、分野別スコア平均値
分野別合計スコア項目別スコア 低群*高群*総計
mean±SDnmean±SDnmean±SDmaxminnmean±SD
68.6±5.018579.3±3.318874.0±6.88849373
3.43±0.91欠食状況
食習慣
準
備
要
因
2.71±0.65食事時間の規則性
2.43±0.72間食頻度
3.14±0.81夜食頻度
2.68±0.88好き嫌い
2.74±0.65栄養バランスへの配慮
食意識
2.26±0.62使用食材の偏り
2.12±0.70現在の食生活
3.04±0.69食生活改善意欲
2.63±0.66健康への配慮
3.56±0.59食品購買に関する意識食品購買観
3.40±0.66食事作りに関する意識食事観
3.85±0.46賞味期限・消費期限の確認
食品選択
行動
の SE
3.22±0.81栄養成分表示の利用
2.84±0.91食品の安全性の確認
2.17±0.97計画的な食品購入
3.16±0.81食情報獲得
3.14±0.90献立作成
食行動
の SE
3.51±0.71調理
3.23±0.81食器選択
3.35±0.74盛り付け
3.64±0.64配膳
3.92±0.34食器洗浄
3.85±0.40ゴミの片付け
17.0±1.920121.4±1.217919.0±2.72410380
3.05±0.86健康への配慮家族の影響
強
化
要
因
3.10±0.89安全な食品への配慮
2.99±0.79健康への配慮友人の影響 2.79±0.83安全な食品への配慮
3.48±0.71家庭科への興味学校の影響 3.61±0.75給食への興味
9.3±1.015611.7±0.9122610.7±1.514 4382
2.67±0.54入手した食情報の活用（情報収集スキル）
食選択
行動への
ライフ
スキル
実
現
要
因
2.28±0.59広告に対する信頼性（広告分析スキル）
2.87±0.67食生活改善への栄養成分表示の活用（成分表示活用スキル）
2.90±0.68栄養成分表示の内容の理解（成分表示分析スキル）
10.1±1.121012.9±1.017211.4±1.816 6382
2.74±0.65食事のバランス
食行動
食
行
動
2.48±0.68料理の組み合わせ
3.43±0.61楽しい食事
2.70±0.71食情報獲得
17.5±1.717421.6±1.620819.8±2.626 8382
3.53±0.55食情報への興味
食情報
への
アプローチ
食
情
報
2.28±0.59食情報への信頼性
2.67±0.54食情報の参考
2.83±0.68栄養成分表示の参考
2.87±0.67栄養成分表示への意識　―食生活の改善への活用
2.90±0.68栄養成分表示への意識　―栄養成分表示の内容理解
2.67±0.70栄養成分表示への意識　―栄養成分表示の利用のしやすさ
22.4±2.518428.6±1.919625.6±3.8329380
3.54±0.57食事の美味しさ
食事の
満足感
食
事
の
満
足
感
3.43±0.61食事の楽しさ
3.11±0.55食べたいものを食べているか
3.29±0.66食事の待ち遠しさ
2.84±0.78食卓の雰囲気の満足感
2.69±0.77食事内容の満足感
3.23±0.67食後の幸福感・充実感
3.45±0.60食べることに幸せを感じる
*群分けは各分野の合計スコアの平均点以上の者を高群、平均点未満の者を低群とした
表４　各分野スコアの関連
食事満足感食情報食行動実現要因強化要因準備要因
準備要因
0.363***強化要因
0.063 0.324***実現要因
0.350***0.268***0.605***食行動
0.462***0.868***0.117* 0.452***食情報
0.112*0.434***0.097 0.188***0.252***食事満足感
Spearman 順位相関係数（ρ）
***：p＜0.001、 **：p＜0.01、 *：p＜0.05
岡　本　美　紀，武　藤　慶　子
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くなっていた（p＜０.０１）。また、「欠食状況」、
「食事時間の規則性」、「現在の食生活」、「食品
購買に関する意識」、「盛り付けへの SE」、以上
の５項目において高群が低群に比して有意に高
くなっていた（p＜０.０５）。
逆に、「食生活改善意欲」においては、高群
が低群に比して有意に低くなっていた（p＜０.０５）。
強化要因スコアと各分野の質問項目との関連
をみると、高群は低群よりも点数が高くなって
いた。特に準備要因や食行動や食事の満足感で
有意差が多く認められた。
③　実現要因スコアと各分野の質問項目との
関連
実現要因を低群と高群の２群に分け、実現要
因スコア別による各分野の質問項目との関連と
して、「栄養バランスへの配慮」、「健康への配慮」、
「栄養成分表示の利用への SE」、「食情報獲得へ
の SE」、「献立作成への SE」、「食器選択への SE」、
「盛り付けへの SE」、「食器洗浄への SE」、「食
事のバランス」、「料理の組み合わせ」、「食情報
獲得」、「食情報への興味」、「食情報への信頼性」、
「食情報の参考」、「栄養成分表示の参考」、「栄
養成分表示への意識―食生活の改善への活用」、
「栄養成分表示への意識―栄養成分表示の内容
理解」、「栄養成分表示への意識―栄養成分表示
の利用のしやすさ」の１８項目で特に高群が低群
に比して有意に高くなっていた（p＜０.００１）。ま
た、「現在の食生活」、「配膳への SE」の２項目
において高群が低群に比して有意に高くなって
いた（p＜０.０１）。また、「食品購買に関する意識」、
「賞味期限・消費期限の確認への SE」、「調理へ
の SE」、「家族の健康への配慮」の４項目にお
いて高群が低群に比して有意に高くなっていた
（p＜０.０５）。
実現要因スコアと各分野の質問項目との関連
をみると高群は低群よりも点数が高くなってい
た。特に、準備要因と食行動と食情報において
有意差が多く認められた。
④　食行動スコアと各分野の質問項目との関
連
食行動を低群と高群の２群に分け、食行動ス
コア別による各分野の質問項目との関連につい
ては、「栄養バランスへの配慮」、「使用食材の
偏り」、「現在の食生活」、「健康への配慮」、「食
品購買に関する意識」、「食事づくりに関する意
識」、「栄養成分表示の利用への SE」、「食品の
安全性の確認への SE」、「食情報獲得への SE」、
「献立作成への SE」、「調理への SE」、「食器選
択への SE」、「盛り付けへの SE」、「友人の健康
への配慮」、「入手した食情報の活用（情報収集
スキル）」、「食生活改善への栄養成分表示の活
用（成分表示活用スキル）」、「栄養成分表示の
内容の理解（成分表示分析スキル）」、「食情報
への興味」、「食情報の参考」、「栄養成分表示の
参考」、「栄養成分表示への意識―食生活の改善
への活用」、「栄養成分表示への意識―栄養成分
表示の内容理解」、「栄養成分表示への意識―栄
養成分表示の利用のしやすさ」、「食事の美味し
さ」、「食事の楽しさ」、「食事の待ち遠しさ」、
「食卓の雰囲気の満足感」、「食事内容の満足感」、
「食後の幸福感・充実感」、「食べることに幸せ
を感じる」などの３０項目で特に高群が低群に比
して有意に高くなっていた（p＜０.００１）。また、「好
き嫌い」、「計画的な食品購入への SE」、「配膳
への SE」、「家族の健康への配慮」、「家族の安
全な食品への配慮」、「友人の安全な食品への配
慮」、「食べたいものを食べているか」の７項目
において高群が低群に比して有意に高くなって
いた（p＜０.０１）。また、「欠食状況」、「賞味期
限・消費期限の確認への SE」、の２項目におい
て高群が低群に比して有意に高くなっていた（p
＜０.０５）。
逆に、高群が低群に比して有意に低くなって
いたのは、「食生活改善意欲」（p＜０.００１）、「広
告に対する信頼性（広告分析スキル）」、「食情
報への信頼性」（p＜０.０５）の３項目であった。
食行動スコアと各分野の質問項目との関連を
みると、多数の項目において食行動スコアの高
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群は低群よりも点数が有意に高くなっていた。
また、「食生活改善意欲」において高群は低群
よりも点数が低くなっていた。
⑤　食情報スコアと各分野の質問項目との関
連
食情報を低群と高群の２群に分け、食情報ス
コア別による各分野の質問項目との関連につい
て、「栄養バランスへの配慮」、「健康への配慮」、
「栄養成分表示の利用への SE」、「食情報獲得へ
の SE」、「献立作成への SE」、「食器選択への SE」、
「盛り付けへの SE」、「入手した食情報の活用
（情報収集スキル）」、「食生活改善への栄養成分
表示の活用（成分表示活用スキル）」、「栄養成
分表示の内容の理解（成分表示分析スキル）」、
「食事のバランス」、「料理の組み合わせ」、「食
情報獲得」の１２項目で特に高群が低群に比して
有意に高くなっていた（p＜０.００１）。また、「賞
味期限・消費期限の確認の SE」、「調理への SE」、
「配膳への SE」の３項目において高群が低群に
比して有意に高くなっていた（p＜０.０１）。また、
「使用食材への偏り」、「食事づくりに関する意識」、
「食品の安全性の確認への SE」、「計画的な食品
購入への SE」、「ゴミの片付けへの SE」の５項
目において高群が低群に比して有意に高くなっ
ていた（p＜０.０５）。
逆に、「広告に対する信頼性（広告分析スキル）」
においては、高群が低群に比して有意に低くなっ
ていた（p＜０.０５）。
食情報スコアと各分野の質問項目との関連を
みると、高群は低群よりも点数が高くなってい
た。特に準備要因と食行動において有意差が多
く認められた。
⑥　食事の満足感スコアと各分野の質問項目
との関連
食事の満足感を低群と高群の２群に分け、食
事の満足感スコア別による各分野の質問項目と
の関連について、「欠食状況」、「使用食材の偏り」、
「現在の食生活」、「食品購買に関する意識」、「食
事づくりに関する意識」、「盛り付けへの SE」、
「友人の健康への配慮」、「料理の組み合わせ」、
「楽しい食事」の９項目で特に高群が低群に比
して有意に高くなっていた（p＜０.００１）。また、「食
情報獲得への SE」、「献立作成への SE」、「調理
への SE」、「配膳への SE」、「家族の健康への配
慮」の５項目において高群が低群に比して有意
に高くなっていた（p＜０.０１）。また、「健康への
配慮」、「食器洗浄への SE」、「家族の安全な食
品への配慮」、「食生活改善への栄養成分表示の
活用（成分表示活用スキル）」、「食情報獲得」、
「食情報への興味」、「栄養成分表示への意識―
食生活の改善への活用」の７項目において高群
が低群に比して有意に高くなっていた（p＜０.０５）。
逆に、「食生活改善意欲」において、有意に
高群が低群に比して低くなっていた（p＜０.０１）。
食事の満足感スコアと各分野の質問項目との
関連をみると、多数の項目において高群は低群
よりも点数が高くなっていた。特に準備要因や
強化要因や食行動の項目において有意差が多く
認められた。
⑦　各分野の質問項目と各群間比較との関連
準備要因の項目については、強化要因、実現
要因、食行動、食事の満足感のそれぞれの分野
の高群と低群で有意な差が多くみられた。特に
食意識においては、どの項目も複数の分野で２
群間に有意差が認められた。「栄養バランスへ
の配慮」では食事満足感以外の分野で、また、
「現在の食生活」では食品選択行動以外の分野
で有意な差がみられた。健康への配慮では、す
べての分野で有意差が認められた。
強化要因の項目については、家族・友人の影
響の項目は準備要因、食行動、食事の満足感の
項目の全てまたはほとんどで２群間に有意差が
認められた。
実現要因の項目では、準備要因、食行動、食
情報にて２群間に有意な差が多くみられた。
食行動の項目では、準備要因、強化要因、食
情報、食事の満足感にて半数以上の項目で２群
間に有意な差が認められた。
食情報の項目では、準備要因、実現要因、食
行動の各分野の高群・低群で有意な差が多くみ
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られたが、食事の満足感には有意差があまりな
かった。
食事の満足感の項目では、準備要因、食行動
における全ての項目で２群間に有意な差がみら
れた。
４．考　察
本研究では、女子大学生における食事の満足
感に与える要因について調べるために、準備要
因、強化要因、実現要因、食行動、食情報、食
事の満足感の６つ分野に注目し調査分析を行っ
た。
その結果、準備要因、強化要因、実現要因、
食行動、食情報、食事の満足感の各分野で望ま
しいまたは積極的な考え方を持つ者は、他分野
でも同様に望ましいまたは積極的な考え方を持
つ相関関係がみられた。特に、食事の満足感の
分野に対して食行動はやや強い相関がみられた
が、食情報とは微弱な相関、実現要因とは相関
がみられなかった。しかし、この２つの分野は、
食事の満足感を望ましいまたは積極的な考え方
をさせる準備要因、強化要因、食行動との相関
が認められることから間接的に食事の満足感を
望ましくする要因であると考えられる。
準備要因において高いスコアであった積極的
な考え方を持つ者は他分野に関する項目におい
てもスコアが高いことからも望ましいまたは積
極的である傾向がみられ、食そのものが望まし
い状態になっていることが示された。特に食品
選択行動のセルフエフィカシーや食行動のセル
フエフィカシーは強化要因、実現要因、食行動、
食情報との間により望ましい関連が見られる。
小松らによると高いセルフエフィカシーのある
行動の実行は維持されるが、セルフエフィカシー
の低い行動の実行は回避されるといわれている１２）。
今回の結果により、強化要因である家族や友人
などの周りの反応、食に関してのスキルの確立
が高まることにより、食品を選択や食行動の高
いセルフエフィカシーとつながり、積極的に食
事・料理の組み合わせや内容を意識した食事、
食情報への積極的なアプローチをするようになっ
たのではないかと考えられる。これらから、セ
ルフエフィカシーを高めるためのスキル向上を
目指すプログラムの構築が必要であると思われ
る。
 口らは、内食の摂取頻度の高い者や、家庭
での適切な味付けや品数多い食事を摂っている
者ほど食生活・味覚・生活についての意識や行
動の程度が高い傾向あること、また、食生活に
ついての意識の向上が健全な食行動につなが
る７）。本調査結果において食行動は、ほとんど
の項目で望ましいまたは積極的であったことか
ら高いスコアが得られた。準備要因である食意
識や食行動のセルフエフィカシー、食品選択行
動のセルフエフィカシー、強化要因である周囲
の食品や健康への配慮、実現要因である食選択
行動におけるスキルや食情報に見られる食情報
の活用や栄養成分表示の利用などに対する考え
方や行動が高まることによって食行動が高まり、
食事の満足感を向上させている。これらは食関
連の意識や行動を高めているのは、 口らの述
べている自身の生活の状態であるということだ
けではなく、食情報の分析を的確にでき、活用
できるスキルを身につけることもその要因であ
ると本調査結果から言えるのではないかと考え
る。また、食情報の一つである栄養成分表示に
ついて、多田羅は加工食品、惣菜などの中食、
及び外食などの利用が増大している現在の食環
境において、栄養成分表示を活用して食品の選
択や摂取を行うことを個人の栄養管理における
欠かせない習慣であると位置づけている１３）。西
尾らは、栄養成分表示の利用について偏った栄
養成分の利用ではなく、複数種類の栄養成分の
利用が良好な食生活、健康と関連することを報
告している１４）。本調査の中でも栄養成分表示に
関する質問の回答において、栄養成分表示の利
用や栄養成分表示の内容理解や利用のしやすさ
についてどの分野も高群が低群に対して有意差
はないものの高い傾向になっており、望ましい
または積極的な考え方を持つ者の方が栄養成分
岡　本　美　紀，武　藤　慶　子
116
表示の意味の理解や活用の仕方を知っている可
能性が高くなることが示唆された。また、実現
要因における望ましいまたは積極的である者に
おいて栄養成分表示に対しての理解・活用が強
くみられたことから、栄養成分表示についての
スキルを向上させることは実現要因を高め、食
行動を高める影響を及ぼしていくのではないか
と考える。これらから、食情報を正しく分析し、
理解することそして利用できるようにすること
が実現要因や食行動を高め、そして食事満足感
を高めることにつながるために必要であると思
われる。
食生活の評価の指標としている食事の満足感
について、準備要因、食行動との関連がみられ、
準備要因で見られる食意識や食品購買や食事づ
くりについての意識や実際の食行動の良し悪し
が満足感に影響を受けていることが考えられる。
前述した食行動についての関連から考えると、
食についての情報に対して積極的にアプローチ
し、それらを的確に認識できるようなスキルを
持つことで自己効力感を高めることが食行動を
充実させることにつながり、食事の満足感を高
めることにつながると推察される。
「食」について各自が関心を持ち、食生活を
自ら点検したり、考えたりする習慣を身につけ
ることは、健康的な生活を過ごすためにも必要
なことである。
今後は、食生活についての関連をより明確に
するために、因子分析や多変量解析等を行い、
さらなる検討を行うことが必要性であると考え
る。また、食事の満足感が健全な食生活の自律
やスキルになりえるのかについても更なる検討
が必要である。それらと同時に若年層において
食のスキルアップをめざすための食情報を正し
く認識でき、そして活用できるようにする食教
育のプログラムを考えていく必要性もあると考
え、今後も実態を把握しつつ、プログラムの作
成をしていきたいと考える。
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